
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Vol.01 

Round1/Round2 
４月 2１日(土)/４月 2２日(日) 
鈴⿅サーキット 
〒510-0295 三重県鈴鹿市稲生町７９９２ 
TEL: 059-378-1111 
WEB: http://www.suzukacircuit.jp/ 



 

 

 

Pos No Driver Team Time Gap
1 37 宮田 莉朋/Ritomo Miyata カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 1'51.700 -
2 36 坪井 翔/Sho Tsuboi カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 1'51.842 0.142
3 2 阪口 晴南/Sena Sakaguchi TODA RACING 1'52.369 0.669
4 35 河野 駿佑/Shunsuke Kohno RS FINE 1'52.604 0.904
5 12 笹原 右京/Ukyo Sasahara ThreeBond Racing 1'52.616 0.916
6 1 金丸 悠/Yu Kanamaru B-MAX RACING TEAM 1'52.653 0.953
7 8 片山 義章/Yoshiaki Katayama OIRC team YTB 1'53.037 1.337
8 21 ブルーノ・カルネイロ B-MAX RACING TEAM 1'53.131 1.431
9 93 大湯 都史樹/Toshiki Oyu TODA RACING 1'53.347 1.647

10 3 三浦 愛/Ai Miura B-MAX RACING TEAM 1'54.260 2.560

公式予選
第1戦

Pos No Driver Team Time Gap
1 36 坪井 翔/Sho Tsuboi カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 1'51.978 -
2 37 宮田 莉朋/Ritomo Miyata カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 1'52.327 0.349
3 2 阪口 晴南/Sena Sakaguchi TODA RACING 1'52.708 0.730
4 12 笹原 右京/Ukyo Sasahara ThreeBond Racing 1'52.793 0.815
5 8 片山 義章/Yoshiaki Katayama OIRC team YTB 1'53.045 1.067
6 1 金丸 悠/Yu Kanamaru B-MAX RACING TEAM 1'53.302 1.324
7 35 河野 駿佑/Shunsuke Kohno RS FINE 1'53.394 1.416
8 21 ブルーノ・カルネイロ B-MAX RACING TEAM 1'53.883 1.905
9 93 大湯 都史樹/Toshiki Oyu TODA RACING 1'53.981 2.003
10 3 三浦 愛/Ai Miura B-MAX RACING TEAM 1'54.292 2.314

公式予選
第2戦

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 21 ⽇〜22 ⽇、全⽇本 F3 選手権第 1 大会（第 1 戦、第 2 戦）が、三重県鈴⿅サーキットで開催された。
ThreeBond Racing は、ドライバーに笹原右京を起⽤し昨年に引き続いてシリーズに参戦した。笹原は昨年、
HONDA Formula Dream Project（HFDP）の 1 員として FIA-F4 選手権シリーズを戦い、3 勝してシリーズラ
ンキング 2 位という成績を残している。また⼀昨年には ThreeBond Racing から F3 ヨーロピアン選手権第 7
戦、第 9 戦にスポット参戦した経験もある。チーム監督に⾜⽴ 守、エンジニアに伊与木 仁、スーパーバイザー
に道上 龍、使⽤エンジンは ThreeBond TB14F3 という体制は昨年と同じだが、⾞両は昨年のダラーラ F314 に
替えて最新のダラーラ F318 を投入した。 

4 月 20 ⽇(⾦)に⾏われた占有⾛⾏で、笹原は参加 15 台中 3 番手のタ
イムを記録、21 ⽇(土)午前 11 時 35 分からの公式予選に臨んだ。30 分
のセッションで記録したベストラップタイムで第 1 戦、セカンドベスト
ラップタイムで第 2 戦のスターティンググリッドが決まる。笹原は 1 セ
ット目のタイヤを慎重にウォームアップしてタイムアタックにかかっ
た。 
当⽇は気温および路⾯温度が⾼く、タイヤへの負担も⾼いためアタック
のチャンスは 1 周しかない。しかし⾛り出した笹原は前⽇と異なる⾞両
の動き⽅に⼾惑ったうえ、トラフィックに進路を阻まれてしまい、記録
したタイムはセッション前半 4 番手にとどまった。予選前にスーパーフ
ォーミュラ⾞両が⾛⾏しており路⾯コンディションが変化していたこと
が原因だと思われた。 

⼀旦ピットへ戻った笹原は 2 セット目のタイヤを装着、セッション終
了 8 分前にコースイン、2 回目のタイムアタックを⾏った。笹原のベス
トタイムは 1 分 52 秒 616、セカンドタイムは 1 分 52 秒 793。この結
果、第 1 戦のスターティンググリッドは 5 番手、第 2 戦のスターティン
ググリッドは 4 番手と決まった。 

▽公式予選  

▽公式予選 結果 



 

 

 

4 月 22 ⽇(⽇)、午前 9 時 45 分か
ら 12 周で第 1 戦決勝レースが⾏われ
た。笹原はスターティンググリッドで
の順位を守り 5 番手で第 1 コーナー
へ飛び込みレースを始めると、オープ
ニングラップのうちに前⽅を⾛る
#35 号⾞との間隔を詰め、4 周目には
テールトゥノーズに持ち込んだ。4 周
目のシケインで、35 号⾞のインに飛
び込み 4 番手へ進出した笹原は、⽴ち
上がりからストレートでの攻防で後
続⾞両からわずかに追突されたがそ
のまま後続⾞両を引き離し前⽅を⾛
る 3 ⾞を追いかけ始めた。 

当初タイヤの内圧セッティングが
低く、思うようにはペースが上げらな
かった笹原だが、タイヤが温まってグ
リップが上がった中盤から本来のペ
ースに乗った。笹原とは逆に、先⾏⾞
はタイヤが消耗してペースが上がら
なくなっていたため追い上げが始ま
ったがすでに間隔は開いており、3 番
手には届かないまま 12 周のレースは
終わった。 

「予選でもう少し前に⾏けたと思
う。ラップタイムで⾒れば前を⾛って
いた選手と同等でしたから残念でし
た」と伊与木。4 位に入賞した笹原と
ThreeBond Racing は、それぞれシリ
ーズポイント 3 点を獲得した。 

Pos No Driver Team Time Gap

1 36 坪井 翔/Sho Tsuboi カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 22'40.375 -

2 37 宮田 莉朋/Ritomo Miyata カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 22'41.103 0.728

3 2 阪口 晴南/Sena Sakaguchi TODA RACING 22'52.606 12.231

4 12 笹原 右京/Ukyo Sasahara ThreeBond Racing 22'53.682 13.307
5 1 金丸 悠/Yu Kanamaru B-MAX Racing Team with NDDP 22'59.912 19.537

6 21 ブルーノ・カルネイロ B-MAX RACING TEAM 23'03.503 23.128

7 3 三浦 愛/Ai Miura B-MAX RACING TEAM 23'12.365 31.990

8 28 山口 大陸/Tairoku Yamaguch TAIROKU RACING 23'13.387 33.012

9 14 根本 悠生/Yuuki Nemoto ALBIREX RACING TEAM 23'14.244 33.869

10 35 河野 駿佑/Shunsuke Kohno RS FINE 23'35.322 54.947

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽第 1 戦 決勝 

*FL(ファステストラップ)：#36 坪井 翔/Sho Tsuboi  1ʼ53.087 (3/12) 184.86km/h 



 

 

 

Pos No Driver Team Time Gap

1 36 坪井 翔/Sho Tsuboi カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 32'23.613 -

2 37 宮田 莉朋/Ritomo Miyata カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 32'25.015 1.402

3 2 阪口 晴南/Sena Sakaguchi TODA RACING 32'40.571 16.958

4 8 片山 義章/Yoshiaki Katayama OIRC team YTB 32'44.106 20.493

5 1 金丸 悠/Yu Kanamaru B-MAX RACING TEAM 32'49.861 26.248

6 21 ブルーノ・カルネイロ B-MAX RACING TEAM 32'51.077 27.464

7 12 笹原 右京/Ukyo Sasahara ThreeBond Racing 32'52.460 28.847

8 35 河野 駿佑/Shunsuke Kohno RS FINE 32'53.378 29.765

9 93 大湯 都史樹/Toshiki Oyu TODA RACING 32'57.196 33.583

10 14 根本 悠生/Yuuki Nemoto ALBIREX RACING TEAM 33'07.110 43.497

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月２2 ⽇(⽇)、メインイベントのスーパーフォーミ
ュラ決勝レースが終わった後の午後 4 時 30 分から 17
周で第 2 戦決勝レースが⾏われた。スタート合図が下
された瞬間、スターティンググリッド 4 番手にいた笹
原はクラッチミートに失敗してエンジンをストールさ
せてしまった。 

「スーパーフォーミュラが終わった後の路⾯にはタ
イヤのラバーが乗っていて非常にグリップの⾼い状態
になっています。当然スターティンググリッドでも同
じことで、通常よりも⾼い回転数でクラッチミートを
する必要がありました。おそらくそのせいでいつもの
クラッチミートが通⽤しなかったのでしょう。スター
ト前に助言しておけばと反省しています」とエンジニ
アの伊与木。 

スターティンググリッド上で⾛り出せない笹原はエ
ンジンを再始動、ほぼ最後尾まで順位を落としてレー
スを始めた。1 周目を 15 台中 14 番手で終えた笹原は
追い上げにかかり、2 周目に 13 番手、3 周目に 12 番
手、4 周目に 11 番手、5 周目に 10 番手、6 周目に 9
番手と着実にオーバーテイクを⾏い、順位を上げてい
った。 

笹原のラップタイムは、レースをリードするトップ 2
に次ぐ 3 番手。(しかし現代のレーシングカーは、オー
バーテイクするために前⾛⾞に接近するとダウンフォ
ースが抜けてペースが鈍ってしまうので順位の入れ替
えは非常に難しい)笹原は 12 周目にようやく 8 番手、
16 周目に7 番手へ進出したが追い上げはここまででチ
ェッカーフラッグを受けることになった。シリーズポ
イント獲得圏内の 6 位には目前で届かなかった。 

▽第 2 戦 決勝 

*FL(ファステストラップ)：#36 坪井 翔/Sho Tsuboi  1ʼ53.893 (3/17) 183.55km/h 



 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

坪井 翔/Sho Tsuboi 11 12 23 −

宮田 莉朋/Ritomo Miyata 8 7 15 8

阪口 晴南/Sena Sakaguchi 5 5 10 13

金丸 悠/Yu Kanamaru 2 2 4 19

笹原 右京/Ukyo Sasahara 3 0 3 20

もてぎ SUGO 富士岡山
点
差

ドライバー
合
計鈴鹿 SUGO 富士 岡山

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

カローラ中京 Kuo TEAM TOM'S 10 10 20 ー

TODA RACING 5 5 10 10

B-MAX RACING TEAM 2 2 4 16

ThreeBond Racing 3 0 3 17

 OIRC team YTB 0 3 3 17

もてぎ 岡山 SUGO 富士鈴鹿 SUGO 富士 岡山
チーム

合
計

点
差

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前練習で感触が良かったので楽しみにレー
スウィークを迎えたのですが、いざ公式予選とな
ったらスーパーフォーミュラが⾛った影響か路
⾯コンディションが変わってフィーリングが変
わってしまい、安心して攻められていたところが
攻められなくなってしまいました。⾃分の経験不
⾜です。第 1 戦は、それでもひとつ順位を上げら
れてまずまずで、いろんな勉強ができたレースで
した。2 レース目は欲を出しすぎました。⾛り出
してみたら第 1 戦よりバランスも良かったし、
普通に⾛って 3 番になれる速さがあったので、
本当にもったいないレースでした。でもオーバー
テイクの際に受けるダウンフォースの影響への
対処の仕⽅も追い上げているうちにわかってき
て、どうしていけばオーバーテイクできるかとい
う良い勉強になったのは事実です。今回学んだこ
とを次回のレースに活かして結果を残します。 

 

*DNS : Do Not Start 棄権 *DNF : Do Not Finish リタイア *DSQ : Disqualified 失格 
*1 位 10 ポイント、2 位 7 ポイント、3 位 5 ポイント、4 位 3 ポイント、5 位 2 ポイント、6 位 1 ポイント  
PP(ポールポジション)、FL(ファステストラップ)は 1 ポイント追加 

▽ドライバーコメント 

▽ランキング 


